
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

　整備された土砂災害対応資機材及び訓練施設を使用し、継続的な訓練を実施することで、市民の安心・安全な暮らしを確保するよう努めます。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

　土砂災害対応資機材の整備及び訓練施設の整備が完了したことで、効果的な訓練の実施が可能となり、
土砂の排出量が増え、救助活動時間の短縮を達成することが出来た。今後は維持管理を徹底し、災害対応
や訓練の際に活用する。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定
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↓

アウトカム
成果指標1

土砂災害訓練施設での訓練実施者数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

１．２ｔ １２ｔ １２ｔ １２ｔ １２ｔ １２ｔ

人工

指標

アウトプット
活動指標1

１時間あたりの土砂排出量（活動人員２名） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.15 人工

令和7年度予算額 0 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0.15

正規職員業務量 0.15 人工

令和6年度決算額 88,869 千円 うち特定財源 58,000 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 89,000 千円 うち特定財源 76,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

　整備された土砂資機材及び訓練施設を活用し、実践的な訓練を継続的に実施できるよう、維持管理に努めます。また、継続
的に訓練を実施することで、自然災害への対応能力の向上に努め、市民の安心・安全な暮らしを確保します。

他都市の状況

【東京消防庁】土砂災害対応資機材・訓練施設を整備
【大阪市消防局】土砂災害対応資機材・訓練施設を整備
【仙台市消防局】土砂災害対応資機材・訓練施設を整備

市民参加の実施

令和5年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 強じんな消防・救急体制が構築され、市民の安全・安心が守られて

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　２０１６年に集中豪雨等の異常気象による土砂災害対策として、根切機や活動隊員の安全面を考慮した胴付長靴及び救命胴
衣を整備したが、土砂災害に特化した資機材については未整備であった。また、土砂災害に対する訓練も、民間事業者への協
力を得て訓練場所を確保していた。
　総務省消防庁が進めた有効な救助活動を実施するために必要不可欠な資機材について整備されていなかったことから、市
民の安心・安全を確保するため、整備する必要があった。
また、土砂災害に係る救助体制を維持するためには、専門的知識及び技術の習得を要することから、恒常的かつ実践的な訓
練を実施可能な訓練施設の整備が併せて必要であった。

事業内容
（何を実施し）

　土砂災害対応資機材（雪害に転用可）を整備したことにより、１時間あたりの土砂排出量（活動人員２名）が１．２ｔから１０倍の
１２ｔに増加した。
　また、訓練施設が整備されたことにより、恒常的かつ実践的な訓練が実施可能となり、専門的知識及び技術を習得できること
から、救出までの活動時間が大幅に短縮され、迅速な救出を行うことが可能となった。

事業名 土砂災害及び雪害対策費
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